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知ろう！自分の中のアンコンシャス・バイアス 

 
                 永合 由美子 1、山口 理栄 1 

 

Let’s Learn about Unconscious Bias in Us! 
 

 Yumiko Nagoh, Rie Yamaguchi  
 
【概要】 
ジェンダー問題を提起する課題図書への感想文を書いて集まった 11 人の学生は、3-4 人

の小グループに分かれ、①広告・TV・企業活動 ② おもちゃ・服 ③海外事例の 3 つの

テーマで 2 か月間調査を行った。調査結果からそれぞれが見つけた課題に対して、①得ら

れた情報の発信（ブログ、SNS、メールマガジン） ②保護者の意識のアンケート ③生

理を知るワークショップへと展開した。2022 年 4 月には一般参加者も募る形のパネルデ

ィスカッションを計画している。 
 
１．はじめに 
女性活躍推進が言われて久しく、その成果も徐々に見えてきていると感じるが、世界諸

国を見ればジェンダーギャップ指数は相変わらず G7 では最下位、世界 156 か国中 120 位

にとどまっている。その原因の一つが無意識の偏見（アンコンシャス・バイアス）である

とも指摘されており、次世代に向けて、より多様な人材が多様な選択肢を持ち、未来を切

り拓くためには、アンコンシャス・バイアスを知り、それを克服することが必須と考える。 
 今回の研究では、参加学生は自分たちの若い感性で、自分の中のアンコンシャス・バイ

アスを知るとともに、社会のアンコンシャス・バイアスを知り、自分たちなりのアプロー

チを考えた。2 冊提示した課題図書いずれかへの感想文を書いて集まった 11 人の学生の意

識は非常に高く着眼点も斬新だった。3 つのグループでテーマを決めて調査を行い、①発

信（ブログ、SNS、メールマガジン） ②保護者の意識のアンケート ③生理を知るワー

クショップへと展開した。以下その活動を報告する。 
 提示した課題図書： 
  1) 「男女格差後進国」の衝撃 / 治部れんげ / 小学館新書（2020） 
  2) 女の子は本当にピンクが好きなのか / 堀越英美 / 河出文庫（2019） 
 
２．3 グループでの活動 

6 月より、3 つのグループに分かれて活動をスタートした。8 月末を一旦区切りとして、

調査内容の中間報告を実施した。参加メンバーにこの後の活動方針を尋ねたところ、その
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ままのグループで活動を発展させたいとの意向だったので、3 グループの活動を最後まで

継続し、12 月末をもって全体の活動は終了とした。 
 以下、各グループでの活動内容を記載する。 
 
2-1. グループ 1  広告・TV・企業活動におけるアンコンシャス・バイアス(メンバー4
名) 
 グループ 1 では、主にインターネット等を使って下記の事例を調べた。 
 1）「体毛」にまつわる広告・メディアのアンコンシャス・バイアス 
 2）ニチアサのアンコンシャス・バイアス 

 （日曜日の朝に放映される子供向けアニメ番組キャラクター） 
 3）コーポレートメッセージ「あらゆる LIFE を、FULL に。」に基づく「しなきゃ、な

んてない」 
 4）お酒の CM にかかったアンコンシャス・バイアス 
たとえば、2）では「プリキュアに男性キャラクターが登場（メインキャラクターでは

ない）、仮面ライダーに理系の女性キャラクターが登場、スーパー戦隊では女性キャラクタ

ーが 2 人に」といった変化が起きていることが指摘された。お酒の CM では、「男性俳優

は 20〜60 代と起用する年齢層の幅が広く、外でビールを飲み、スーツ姿であることから

有職者であると見受けられる一方、女性俳優は 20〜30 代の女優が多く、糖質オフの太り

たくないシーンに登場する。これは、コマーシャルに潜んだ無意識の女性ルッキズム問題

であると考える。」との考察もあった。 
総じて日本社会全体にあるアンコンシャス・バイアスを多くの場面で見る一方、ジェン

ダーフリーや古い価値観にとらわれない美や心地よさにシフトしつつある胎動を感じた。

自分でも知らなかった新しい情報を得て、参加学生たちは社会や自分たちの内面のアンコ

ンシャス・バイアスに気づき、それを「他の学生にも知ってほしい」、「得られた情報を他

の人にも伝えたい」という声が上がった。 
どのように発信したらよいかを模索しながら、10 月以降、情報発信に活動の軸足を移す

こととなった。全員で話し合い、①ロゴ作成 ②発信のための

Google アカウント作成 ③note、Instagram、Twitter、昭和女

子大学内メールマガジン（登録者 20 名）の 4 つの媒体での週 1
回の発信を開始した。 
 2021 年度のプロジェクト活動は 12 月末で終了したが、有志

の学生により、発信は媒体を絞り、頻度を落として継続してい

る。             
 
2-2．グループ 2  おもちゃ、服や色に関するアンコンシャス・バイアス（メンバー3 名） 
 グループ 2 では、おもちゃや色に関する情報を調べた。 

学生が作成したロゴマーク 
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アニメ作品がおもちゃ業界に大きな影響を与えていること、男女のおもちゃの好みの差

は、周りの大人の働きかけ以外に、生物的な男女の差も存在することが分かった。また、

ランドセルの人気色の推移を見ると、色の選択肢が増えている。2021 年調査では女子のラ

ンドセルの人気色 1 位はラベンダー（21.5%）、僅差で赤(21.1%)、ピンク(19.3%)と続く。

男子は 61.2%が黒を選ぶが、赤のランドセルの選択肢も出てきている。ヨーロッパの長い

歴史では女性の服は青系だったが、18 世紀にルイ 15 世の妻のポンパドール夫人がピンク

を好み、ピンク色がベルサイユ宮殿で流行って、ヨーロッパ全土に広まっていったように、

色の嗜好は時代によるということも興味深い。 
おもちゃと色の問題を考えていくうちに、おもちゃによって色が限定されてしまうこと

で、遊べるおもちゃの選択肢が狭まってしまい、幼い時から男女の差や自分の能力の過小

評価が生まれることも懸念された。そこで、子供におもちゃを買う親の意識やアンコンシ

ャス・バイアスを知りたいと考え、アンケートを作成し、小学生以下の子供を持つ保護者

への調査を実施した。4 名の方に協力いただき予備調査を実施、文言修正を経て、知人ネ

ットワークを使って広くアンケート回答を依頼した。結果、90 名（女性 62 名、男性 28
名）の方から協力を得た。 
 アンケートの結果は解析中であり、サンプル数も少ないが、①「おもちゃを選ぶ際に誰

の意見を重視するか？」の問いに対して、保護者と子どもが同じ性（男性親-男子、女性親

-女子の組み合わせ）では、子供の意見がやや重視される傾向が見られた。②イラストを使

って購入したいおもちゃを選ぶ設問では、男性親に比べ女性親、特に女性親-女子ではニュ

ートラルな色のおもちゃを選ぶ傾向があった。 
 

＜おもちゃ選びにおいて誰の意見を最も重視しますか＞   ＜おもちゃを購入する場合、どれを選択しますか＞ 

   

 
2-3．グループ 3 国際事情 → 生理の問題へ展開 （メンバー4 名） 
 グループ 3 では、各国のジェンダーの問題と関連して性教育の現状をまず調べた。性教

育先進国スウェーデンの事例、アフリカの性教育や生理の貧困の問題とも比較し、特に「生

理」の問題について、日本の課題に注目した。議論を進める中で、調べた事例を活用しな

がら、自分たちが性教育について正しい知識を普及する側になるという意識が高まった。

生理に関する外部セミナーに参加したメンバーからの提案も受け、昭和女子大学内で「生

理に対する偏見」をテーマとするワークショップを企画・開催した。 
 他グループの協力も得て、プロジェクト全体でのワークショップを 12 月 15 日に昭和女

子大学 10 号館スタディールームを使い、オンラインでの参加者 4 名を含めて 15 名で実施

親：女性 親：女性 親：男性 親：男性

子：女性 子：男性 子：女性 子：男性

子ども 39% 26% 29% 43%
保護者 10% 23% 14% 21%
子どもと保護者一緒 52% 49% 57% 29%
総計 100% 100% 100% 100%

回答数 29 33 14 14

親：女性 親：女性 親：男性 親：男性

子：女性 子：男性 子：女性 子：男性

青・ミニカー等 0% 43% 0% 64%
ピンク・人形等 48% 11% 71% 0%
黄色・積み木等 45% 40% 29% 36%
総計 100% 100% 100% 100%

回答数 29 33 14 14
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した。3 つのグループで取り組んできたプロジェクトの検討内容とともに、月経カップ等

の最新生理用品の情報や生理に関する社会の動きなどもまとめて発表した。プロジェクト

以外の参加者からも「なかなか話題にしにくい生理について話せた」「最新の生理用品のこ

とが知れた」等の意見があり、好評だった。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

  学生が制作したチラシ           ワークショップ当日の様子 

 

３．まとめ 

 永合・山口の研究員の視点とは異なる、若い視点で問題を見つけ、調べて、伝えるプロ

セスを経験することで、参加学生も自分の中のアンコンシャス・バイアスを知り、より深

く考えるきっかけとなったようだった。発信することで情報の行き来が発生し、新しいネ

ットワークと繋がるなど、双方向の展開も期待できる。今後も頻度は低くても継続して行

きたいと考えている。 

 進め方については、オンライン中心だったこともあり、「グループ別になると作業がバラ

バラで何をゴールとするかもグループによって異なるので少し一体感がないと感じた。」

「最終的に何がしたくてどんな結果を残したいのか不透明であり、一貫性が欠けていたよ

うに思います。」と厳しい声もあった。グループごとの意向を尊重し、ワーク時間を取った

つもりだったが、次年度以降は、個別の意見ももっと吸い上げながら運営の仕方を工夫し

て進めたい。 
 尚、東洋大学の北村英哉教授には以前からこのプロジェクトへの協力を打診しており、

2022 年 4 月には学生の発表と組んだ話題提供やパネルディスカッションを企画中で、活

動内容を一般の方にも知っていただく良い機会と考えている。 
 

＜参加学生の感想（抜粋）＞ 

・このプロジェクトに参加したことで普段なら気づかなかったり、そのまま流してしまう

無意識の偏見について、一度止まって向き合うことができたように思います。 

・色々な学科、学年の人と関わることができた。自分の知りたいことを調べる機会になっ

た。自分でやりたいと思ってた講座を開くということができた。 
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・自分の中に根付いた固定観念に気がつくことができ、研究員の方々、他学年、他学科の

方々の多様な考え方や価値観に触れることができた。 
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